
  

１．平成23年３月期第１四半期の業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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代表者          （役職名） 代表執行役社長 （氏名）磯村 信夫 

問合せ先責任者  （役職名） 執行役管理本部長 （氏名）金子 和彦 （ＴＥＬ）  03（3799）5571 

四半期報告書提出予定日 平成22年８月16日 配当支払開始予定日 ― 

四半期決算補足説明資料作成の有無：有     

四半期決算説明会開催の有無      ：有     

  （百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  6,242  1.6  57  △19.7  68  △20.5  40  △21.7

22年３月期第１四半期  6,143  △2.0  71  208.7  85  102.0  51  25.6

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  9  12 ―      

22年３月期第１四半期  9  31 ―      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  5,831  4,144  71.1  831  20

22年３月期  5,737  3,520  61.4  827  78

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 4,144百万円 22年３月期 3,520百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 ―       0 00 ―      12 00  12  00

23年３月期 ―      

23年３月期（予想）  0 00 ―      12 00  12  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  12,818  1.7  63  △34.4  74  △36.4  42  △39.8  9  87

通期  27,100  2.8  290  11.9  309  5.4  180  7.8  42  32



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他」をご覧ください。） 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る

会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（３）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  この四半期決算短信は金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含

んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 5,500,000株 22年３月期 5,500,000株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 513,799株 22年３月期 1,246,800株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 4,389,926株 22年３月期１Ｑ 5,499,200株
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 製造業から持ちなおしてきた本年のわが国経済は、新年度が始まる4月には最悪の景気感から脱し、個人消費にも

明るさが見えてきました。しかし需要不足、デフレ感は依然根強いままです。 

 当第１四半期における花き業界を供給側からみると、かつて野菜の生産から花の生産に移行した農家の中で、花を

やめないまでも野菜を主力に生産する農家が一定数出てきました。これは消費者の国産野菜に対する支持、そして花

は法人需要が減ったことで単価が下がったことが理由です。 

 当社は東京の城南地区にあり、都心に一番近く神奈川県に隣接する東京都中央卸売市場大田市場の花き部を担当す

る卸売会社であります。大田市場は青果・花きの日本有数の産地からの継続出荷があり、大規模小売店の集荷・品揃

え市場となっております。また近隣には３つの花き共同荷受所があり、静岡県以東の関東・東北の花き市場が商品を

購入しています。 

 花き生産状況は、ＢＲＩＣｓの台頭で肥料、農薬、石油などの生産資材が上がったままであるのに対し、販売につ

いては法人需要のマイナスをホームユースで補いきれず、販売単価は下がって農家手取りが減少しました。そのため

切花・鉢物とも生産減となっています。 

 単価が下がり手取りが少なくなった花の産地は、運賃の節約から①直売所や地元市場に出荷する、②道州制の中心

都市にある市場に出荷する、③大田市場のような全国拠点市場に出荷する、というように、その規模によって明確に

三通りの出荷体制を取るようになりました。 

 当社は切花においては全国建値市場、鉢物は地元市場として開場以来運営してまいりましたが、中央市場の卸売会

社として、もう一歩集散機能を高め、拠点市場としての役割を担うことを決意しました。そのため、社内に物流改善

事業、通称「２時までプロジェクト」を立ち上げました。 

 これは、朝２時までにせり前取引の分荷を終了し、地方市場へ向けたトラックに当社を出発してもらおうというも

のです。それによって地方市場はせり時間前に商品が到着しますので、質・量・鮮度のいずれもご満足いただけるよ

うになります。 

 これ以上地方市場における商品構成を悪くして、花き消費を少なくしてはなりません。また、花の産地には安定価

格をお返しすることにより、持続的な生産拡大をしてほしいとの思いから、「２時までプロジェクト」を遂行してま

いりました。そのため、夜間に集中的に人を投入した結果、人件費が増え、売上は増えたものの、利益を圧迫するこ

ととなりました。 

 以上の結果、当第１四半期会計期間（平成22年４月～６月）の業績は、売上高6,242,554千円（前年同四半期比

1.6％増）となり、内訳をみますと、切花の取扱高5,556,219千円（前年同四半期比2.5％増）、鉢物の取扱高662,482

千円（前年同四半期比5.2％減）、付帯業務収益23,851千円（前年同四半期比0.7％増）となりました。利益につきま

しては、営業利益57,583千円（前年同四半期比19.7％減）、経常利益68,338千円（前年同四半期20.5％減）、四半期

純利益40,052千円（前年同四半期21.7％減）と増収減益となりました。 

  

  

 品目別の概況は次の通りです。 

  

切花 

  

キク類                        売上金額   1,059,562千円（前年同期比 12.0％増） 

                            取扱数量     20,983千本（  同     3.9％減） 

・小菊は、低温や日照不足の影響から、時期によってはやや少なめの入荷量になることもありましたが、期間トータ

ルで見ると入荷量・販売金額とも昨年を大きく上回りました。 

・スプレーギクは、４月、特に国内産地が冷え込みの影響を受けたことで、少なめの出荷で始まりました。その後、

国産品・輸入品ともに例年並みの入荷量となったことで安定し、需給バランスが取れた取引となりました。 

・輪菊では白菊が、４～５月にかけての低温や日照不足の影響から、例年より少なめの入荷となりました。また、６

月に入ると、天候の影響からサビが発生し出荷できないものもあり、引き続き入荷量は例年より少なくなりました。

そのため、期間を通して中値～高値で推移しました。 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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洋ラン、バラ、カーネーション       売上金額    1,502,621千円（前年同期比 2.8％増） 

                            取扱数量      24,964千本（  同   1.3％減） 

・洋ラン類では、国産のシンビジュームが開花遅れにより数量が充分ではなかったため、端境期である５月の後半か

ら６月にかけて品薄高で推移しました。オンシジュームは上位等級品が主体で好調な取引となりました。 

・バラは生育期における日照不足や低温が響き、４～５月にかけて、国産の入荷量が減少、単価高で推移しました。

６月に入ると、各産地とも遅れていたものがまとまり始め、６月としては多めの入荷量となりました。 

・カーネーションは、冬場遅れていたものが入荷したことや、天候不順により品薄であった他品目・季節商材の代替

品としての需要もあり、４月は入荷量、単価ともに昨年を上回りました。しかし、生育期に曇天であったことから母

の日向けの生産は開花遅れが見られ、また、需要についても多様化が進み、価格が下がっても受注量は伸び悩み、厳

しい販売環境でありました。 

  

球根類                       売上金額      896,693千円（前年同期比 3.4％減） 

                           取扱数量        10,723千本（  同   6.6％減） 

・ユリ類では、テッポウユリは全国的に生産減少傾向にあり、この時期の主力産地・主力品種においても作付けが減

少しています。そのため業務需要などを中心に高値で推移しましたが、入荷量不足を補えず、トータルの販売金額で

は昨年並となりました。オリエンタルユリは、低温・日照不足による開花遅れが見られ、入荷量は少なめで推移しま

した。 

・カラーは、天候不順により入荷量が不安定でした。ブライダル向けの需要以外は落ち着いた取引となっています。

・アルストロメリアは日照不足・低温などの影響を受け各産地とも入荷量は多くなく、そのため入学式や母の日の需

要期においては堅調な取引となりました。 

・季節商材では５月１日のスズランの日に向けたスズランの販売が昨年を大きく上回りました。また、端午の節句で

使われるショウブは、天候の影響によりやや生育遅れが見られましたが、概ね順調な入荷となりました。 

  

草花類                       売上金額    1,467,007千円（前年同期比 1.3％増） 

                           取扱数量         29,781千本（  同   4.2％減） 

・トルコギキョウは天候不順により開花遅れなどが見られ、前年を下回る入荷が続きました。それに加え、国産の上

位等級品など高品質のものが安定して入荷するなどしたことから、期間を通してみると単価高で推移しました。しか

し数量不足が響き、販売金額では昨年並みとなりました。 

・カスミソウも天候不順の影響から入荷量が不安定でした。数量がまとまらないため価格はやや高めで推移しまし

た。特に母の日の需要期においては、上位等級から下位等級までいずれも引き合いが強く、昨年を上回る販売金額と

なりました。 

・季節商材では、シャクヤクが春先の低温や降雪の影響から露地物を中心に開花が遅れ、入荷量が不足し、母の日に

かけて引き合いが強まりました。ヒマワリは、作付け量も増え潤沢な入荷となり、気温が上昇するとともに受注も増

えました。また父の日においても、店頭でのフェアやカタログギフト等で年々需要が拡大しています。 

  

枝物・葉物                     売上金額       630,334千円（前年同期比 1.1％減） 

                           取扱数量        14,023千本（  同   1.3％減） 

・枝物全体でみると昨年同程度の販売金額となっています。活け込みなどの法人需要は依然厳しい状況が続いていま

すが、アジサイなどは好調な取引となりました。 

・葉物ではレザーファンが昨年を上回る入荷量となる半面、ドラセナが欠品する時期があるなどしました。しかし葉

物全体では昨年並の入荷量、販売金額となりました。 
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鉢物 

  

鉢物                         売上金額      662,482千円（前年同期比  5.2％減） 

                           取扱数量       3,225千鉢（  同    7.1％減） 

・洋ラン類ではファレノが安定した取引となりました。特に法人を中心とした年度末・年度初め、お中元などにおい

て、需要は回復傾向にあります。 

・観葉類は大鉢などの販売は依然厳しいですが、ミニ観葉などは人気です。販売金額も昨年を下回っているものの、

昨年までに比べれば下げ幅は小さめとなりました。 

・花鉢類は、天候不順により出荷が遅れるものが見られました。また、花の発色やボリュームが充分ではないなど品

質面でも天候による影響を受けました。母の日需要においても同様に、カーネーションやアジサイなど生育の遅れが

見られました。 

・苗物類は、低温や日照不足、降雪の影響を受け、大幅に入荷量が減少しました。この天候の悪さは販売にも影響

し、昨年までは消費者の節約志向や安心・安全志向などから好調だった野菜苗などの売れ行きも、あまり良くありま

せんでした。５月から６月にかけては、出荷が遅れていたものが、まとまって入荷しましたが、期間を通してみた場

合の販売金額では昨年を下回りました。 

  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

 当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比較して94,506千円増加し5,831,855千円となりま

した。その主な内訳は資産につきましては現金及び預金の増加768,580千円、売掛金の減少648,971千円でありま

す。 

（負債） 

 負債につきましては前事業年度末と比較して529,291千円減少し、1,687,335千円となりました。その主な内訳は

受託販売未払金の減少513,934千円であります。 

（純資産）  

 純資産につきましては前事業年度末と比較して623,797千円増加し4,144,520千円となりました。これは自己株式

が623,046千円減少したことによるものであります。 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の減少等により増加した資金は131,966千円（前年同四半期比

34.3％減）となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、貸付金の回収等により増加した資金は12,861千円（前年同四半期比

13.7％減）となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、自己株式売却等により増加した資金は623,752千円（前年同四半期は使

用した資金11,708千円）となりました。 

 この結果当第１四半期の現金及び現金同等物の残高は、前事業年度末より768,580千円増加し、2,593,982千円

（前年同四半期比38.7％増）となっております。  

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成22年５月14日に公表いたしました業績予想から修正は行っておりません。 
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（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

 ・一般債権の貸倒見積高の算定方法 

     当第１四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる  

   ため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

 ・固定資産の減価償却費の算定方法 

    定率法を採用している資産については、当事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に  

   よっております。 

  

②四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

・ 税金費用の計算 

     税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用 

   後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

     なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用  

  当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

  これによる営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益への影響はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  

  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,593,982 1,825,402

売掛金 1,040,503 1,689,474

その他 184,641 177,524

貸倒引当金 △5,656 △3,132

流動資産合計 3,813,471 3,689,268

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 170,691 174,376

工具、器具及び備品（純額） 235,609 254,332

その他（純額） 133,329 117,309

有形固定資産合計 539,629 546,018

無形固定資産 106,136 119,924

投資その他の資産   

関係会社株式 603,735 603,735

長期前払費用 206,594 212,221

その他 604,845 608,804

貸倒引当金 △4,958 △5,023

投資損失引当金 △37,600 △37,600

投資その他の資産合計 1,372,617 1,382,137

固定資産合計 2,018,383 2,048,080

資産合計 5,831,855 5,737,348

負債の部   

流動負債   

受託販売未払金 904,163 1,418,097

買掛金 16,747 11,711

未払法人税等 30,679 119,703

賞与引当金 43,723 30,400

その他 213,703 177,868

流動負債合計 1,209,017 1,757,781

固定負債   

退職給付引当金 145,185 137,805

その他 333,132 321,039

固定負債合計 478,317 458,845

負債合計 1,687,335 2,216,626
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 551,500 551,500

資本剰余金 401,187 389,450

利益剰余金 3,628,566 3,639,552

自己株式 △436,733 △1,059,780

株主資本合計 4,144,520 3,520,722

純資産合計 4,144,520 3,520,722

負債純資産合計 5,831,855 5,737,348
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 6,143,976 6,242,554

売上原価 5,540,870 5,630,992

売上総利益 603,106 611,561

販売費及び一般管理費 531,429 553,977

営業利益 71,676 57,583

営業外収益   

受取利息 2,225 819

受取配当金 9,025 6,275

その他 3,056 3,661

営業外収益合計 14,307 10,755

経常利益 85,983 68,338

特別利益   

貸倒引当金戻入額 271 －

特別利益合計 271 －

特別損失   

固定資産除却損 105 －

リース解約損 － 107

特別損失合計 105 107

税引前四半期純利益 86,148 68,231

法人税等 34,976 28,179

四半期純利益 51,172 40,052
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 86,148 68,231

減価償却費 46,161 46,114

賞与引当金の増減額（△は減少） 18,387 13,323

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,125 7,380

貸倒引当金の増減額（△は減少） △271 2,458

受取利息及び受取配当金 △11,250 △7,094

売上債権の増減額（△は増加） 524,129 646,872

仕入債務の増減額（△は減少） △473,390 △507,415

未収入金の増減額（△は増加） △2,470 387

未払費用の増減額（△は減少） － △3,175

未払金の増減額（△は減少） － △18,988

未払消費税等の増減額（△は減少） － 3,853

その他 △4,680 △9,979

小計 189,887 241,967

利息及び配当金の受取額 10,207 7,205

法人税等の支払額 804 △117,206

営業活動によるキャッシュ・フロー 200,898 131,966

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △470 △400

無形固定資産の取得による支出 △2,000 △1,650

貸付金の回収による収入 17,371 14,911

投資活動によるキャッシュ・フロー 14,901 12,861

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 － △860

自己株式の売却による収入 － 635,644

配当金の支払額 △8,633 △7,631

リース債務の返済による支出 △3,075 △3,399

財務活動によるキャッシュ・フロー △11,708 623,752

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 204,090 768,580

現金及び現金同等物の期首残高 1,665,856 1,825,402

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,869,947 2,593,982
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当第１四半期累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

 該当事項はありません。  

  

  

当第１四半期累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）  

 当社は、平成22年６月14日に第三者割当による自己株式の処分を実施しました。この結果、当第１四半期会計期

間において株主資本が623,797千円増加し、当第１四半期会計期間末において株主資本が4,144,520千円となってお

ります。 

  

  品目別売上高 

  

当第１四半期会計期間の販売実績を取扱品目別に示すと、次のとおりであります。  

  

（注）１.上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

   ２.上記の金額には、卸売業務に係る付帯業務収益（当第１四半期会計期間23,851千円）は含まれておりません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

品目 
当第１四半期会計期間

（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日）

前年同期比
（％）  

受託品（千円）  6,154,141  101.40

キク類（千円）  1,045,375  110.72

洋ラン、バラ、カーネーション（千円）  1,494,957  102.74

球根類（千円）  896,324  96.58

草花類（千円）  1,466,296  101.24

枝物・葉物（千円）  612,883  99.45

鉢物（千円）  638,303  94.25

買付品（千円）  64,560  126.23

キク類（千円）  14,186      

洋ラン、バラ、カーネーション（千円）  7,663      

球根類（千円）  369      

草花類（千円）  711      

枝物・葉物（千円）  17,450      

鉢物（千円）  24,179      

合計（千円）  6,218,702  101.61
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